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3１.県営水道事業の概要

神奈川県営水道は昭和８年に湘南地区１市９町を給水区域とする広域水道として
業務を開始し、昭和15年に県営相模原水道を設置した後、昭和27年の地方公営企業
法施行に伴い両水道事業を統合し、「企業庁水道局」として発足しました。
令和5年4月1日現在、12市6町を給水区域とし、神奈川県民の約31％を占める約
285万人に対して給水しています。



4１.県営水道事業の概要

各地域の簡易水道等を編入してきたため、施設配置が効率的ではない地域や、工
事車両の進入が困難な地域等、施設更新の難易度が高い場所があります。
また、給水区域が海岸線から丘陵地帯、山間部まで広範囲に及ぶため水道施設を

分散して配置しなければならないうえ、標高差も大きいことから、配水池やポンプ
所等を多く有しています。

令和５年３月31日現在

【給水区域面積】 808.49km2

【給水戸数】 140万3,851戸

【ポンプ所】

加圧ポンプ所 36か所
揚水ポンプ所 58か所

【配水池】 110か所

【管路延長】 約9,462km



5(参考)他事業者比較（横浜市、千葉県）

管路延長が同程度の規模の「横浜市」及び「千葉県」との比較では、
神奈川県の給水区域面積が最も広いが、給水人口及び有収水量は低い。
配水池やポンプ所の数も多く、事業効率が高くない状況
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6１.県営水道事業の概要

令和５年３月31日現在

【県営水道の組織体制】

職員数 658人（損益勘定職員619人、資本勘定職員39人）
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２.県営水道の経営状況

【有収水量と給水人口】

※有収水量：浄水場から送り出された水道水のうち、家庭や事業所等で使用され料金収入の対象となる水量

有収水量のピーク
H７ 3億5,439万㎥
↓

給水人口：万人 有収水量：万㎥



9２.県営水道の経営状況

【水道料金収入の推移】
億円（税抜き）



10２.県営水道の経営状況

【施設整備の水準】
億円（税込み）
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12３.長期構想と経営計画

H18 R1 R6 R35

長期構想

経営計画

長期構想
30年

（長期）

100年先の未来の水道へ向かう将来構想として、
30 年後の通過点「目指す姿」を定める

経営計画
５年

（中期）

長期構想を推進する過程として、
「目指す姿」を実現するための具体的な取組を示す

予算
１年

（短期）

経営計画の目標達成に向け、年度ごとに実施する事業の選定及び
必要経費等を計上する

相互に補完
H18～H27

H26～H30 R1～R5 R6～R10 ５年程度

Ｒ６～Ｒ３５

相互に補完 相互に補完

５年程度



13３.長期構想と経営計画



14３.長期構想と経営計画



15３.長期構想と経営計画



16３.長期構想と経営計画

【経営計画の主要事業】



17３.長期構想と経営計画

【経営計画の数値目標】



18３.長期構想と経営計画
【財政収支見通し】



19(参考)他事業者比較

水道料金（家事用20㎥（税込）による比較）
（大都市）

事業体名
水道料金
（円）

県営水道
との比較

1 新潟市 4,400 175.40%

2 仙台市 4,290 171.00%

3 札幌市 3,652 145.60%

4 さいたま市 3,498 139.40%

5 岡山市 3,366 134.20%

6 福岡市 3,355 133.70%

7 千葉県 3,250 129.50%

8 横浜市 3,017 120.20%

9 京都市 3,014 120.10%

10 熊本市 3,014 120.10%

11 名古屋市 2,915 116.20%

12 東京都 2,816 112.20%

13 静岡市 2,607 103.90%

14 神戸市 2,563 102.20%

15 県営水道 2,509 100.00%

16 堺市 2,464 98.20%

17 広島市 2,453 97.80%

18 北九州市 2,442 97.30%

19 川崎市 2,321 92.50%

20 浜松市 2,200 87.70%

21 大阪市 2,112 84.20%

大都市平均 2,965 118.20%

事業体名
水道料金
（円）

県営水道
との比較

1 真鶴町 5,295 211.00%

2 三浦市 3,927 156.50%

3 横浜市 3,017 120.20%

4 横須賀市 2,750 109.60%

5 愛川町 2,725 108.60%

6 県営水道 2,509 100.00%

7 川崎市 2,321 92.50%

8 山北町 2,288 91.20%

9 小田原市 2,255 89.90%

10 座間市 2,248 89.60%

11 大井町 2,183 87.00%

12 秦野市 2,068 82.40%

13 箱根町 1,870 74.50%

14 湯河原町 1,775 70.70%

15 開成町 1,705 68.00%

16 南足柄市 1,595 63.60%

17 松田町 1,485 59.20%

18 中井町 1,485 59.20%

県内平均 2,417 96.30%

（県内事業体）
（全国）

3,343円
（令和5年4月1日現在）

※日本水道協会
「水道料金表」より
（口径別の場合は口径13mm

の料金）

※大都市・県内事業体は、令和６年４月１日現在
口径別料金体系の場合は口径20mmで比較してい
る。

※県営水道の料金は令和６年10月から2,988円、令和７年10月から3,070円、
令和8年10月から3,147円


